
20120111年年33月期月期
決算説明資料決算説明資料

本説明会・資料における当社グループの今後の計画・見通し・戦略等、将来に関する記載は、当社が現時点において把握可能な情報
をもとに判断したものであり、これらは様々なリスクや不確実性が内在しております。
従って、経営環境の変化、未知のリスクの顕在化、およびその他様々な要因により、実際の業績等の結果は大きく異なる可能性があ
ることをご承知おき下さい。

なお、表示の数値は、億円未満を四捨五入しておりますので、個別数値と合計数値・増減額が一致しない場合があります。

2011年5月13日
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2011年3月期 決算説明1
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20112011年年33月期月期 決算ハイライト決算ハイライト （（P/LP/L項目）項目）

増収・増益を達成

アジア･新興国を中心とした外需を取り込み増収増益■

-3%-25153(参考)包括利益

160%

73%

48%

9%

増減率

56

61

58

756

増減額

14382経常利益

92

180

9,369

2011年3月期

35当期純利益

122営業利益

8,613売上高

2010年3月期(億円)
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20112011年年33月期月期 決算ハイライト決算ハイライト （（B/SB/S項目）項目）

1046

1094

3.8

3.2

1020

1030

1040

1050

1060

1070

1080

1090

1100

 2010/3期  201１/3期
2.9

3

3.1

3.2

3.3

3.4

3.5

3.6

3.7

3.8

3.9

0.6pt改善

-4%

-10%

1.2pt改善

15%

8%

-3%

増減率

3.8倍
1,094
1,931
7.3%

289
458

3,986

2010年
3月末

-47

-195

42

38

-100

増減額

1,736グロス有利子負債

1,046ネット有利子負債

3.2倍ネットＤＥＲ(注3)

8.5%
331
496

3,887

2011年
3月末

自己資本比率(注2)

自己資本(注1)

純資産

総資産

(億円)

利益積み上げによる自己資本の増加と、

借入金返済による有利子負債の削減を継続

■

注1：自己資本＝純資産－少数株主持分
注2：自己資本比率＝自己資本／総資産
注3：ネットDER＝ネット有利子負債／自己資本

ネットDER：倍
ネット有利子負債：億円

財務体質は着実に改善
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20112011年年33月期月期 決算概要（決算概要（P/L)P/L)

58

-18
-13

-30

28

756

増減額

営業利益率 0.5pt1.9%1.4%

-6%282300うち、物件費他

-4%306319うち、人件費

-0.4pt8.2%8.6%売上総利益率

-5%589619販管費

4%769741売上総利益

180

9,369
2011年3月期

48%122営業利益

9%8,613売上高

増減率2010年3月期(億円)

販管費削減を進め、営業増益に貢献■

好調な外需取り込みにより､売上高・売上総利益が伸長■

122

180

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

2010/3期 201１/3期

営業利益：億円
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20112011年年33月期月期 決算概要（決算概要（P/L)P/L)

82

143
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20
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140

160

2010/3期 201１/3期

ー-10-46為替差損益

67

61

3

5
1

-1

5

4

1

増減額

ー-4-9持分法損益

ー-43-44うち、支払利息

ー-26-30金融収支

ー127うち、受取配当金

ー67うち、受取利息

その他営業外収支 ー-4-7

4%改善-38-39営業外収支

73%14382経常利益

78%15285基礎的収益力（※）

2011年3月期 増減率2010年3月期(億円)

（※） 基礎的収益力＝営業利益＋貸倒引当金繰入額＋受取配当金+金利収支＋持分法損益

為替差損を計上したものの、持分法損益・金融収支の
改善等により、営業外収支は改善

■

経常利益：億円
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20112011年年33月期月期 決算概要（決算概要（P/L)P/L)

35

92
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 2010/3期  2011/3期

57

-1

12

46

5
-10

-14
増減額

--14-13少数株主利益

--24-36法人税等

--122特別損益
-44%1121うち、特別利益

--24-19うち、特別損失

55%13084税引前利益

92

2011年3月期

160%35当期純利益

増減率2010年3月期(億円)

連結納税対象子会社の増加により、法人税等調整額
が改善

■

特別損失として、震災関連損失5.6億円、資産除去債
務会計基準の適用に伴う影響額4.4億円を計上

■

当期純利益：億円
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黒字転換2011-9機械・プラント

10%60673613機械・プラント

-1
1

10
-8
37

58

6
293

109
76

212

756

増減額

-28%34その他(含む調整額)

9%9,3698,613売上高(外部売上高）

48%180122営業利益
64%9558電子・IT

-22%2836食品・食糧

40%3424鉄鋼

6%109環境･素材

4%176170その他(含む調整額)

2,275

988
2,719
2,539

2011年3月期

環境･素材

12%880鉄鋼

3%2,642食品・食糧

15%1,981

9%2,327電子・IT

増減率2010年3月期(億円)

20112011年年33月期月期 決算概要（セグメント別実績決算概要（セグメント別実績))
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20112011年年33月期月期 通期実績通期実績((電子・電子・ITIT))

半導体需要の回復を背景に、半導体装置・部品事業は
大幅増収増益。

■■

機構部品、ＩＣＴソリューション事業、モバイル事業も増収
増益。

■■

■■当該セグメントで全社業績を牽引。

2011年3月期実績のポイント

37

26

212

増減額

64%9558営業利益

7%411385売上総利益

9%2,5392,327売上高

増減率
2011/3
通期実績

2010/3
通期実績(億円)

営業利益：億円
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20112011年年33月期月期 通期実績通期実績((食品･食糧食品･食糧))

飼料事業は、厳しい環境下、取扱数量を着実に確保し、
堅調に推移。

■■

食品事業、畜水産事業は、全般的に好調に推移。■■

■■食糧事業は、穀物価格の高騰により売上高が増加する
も、国内市況の低迷等により採算悪化。

2011年3月期実績のポイント

-8

-10

76

増減額

-22%2836営業利益

-8%115126売上総利益

3%2,7192,642売上高

増減率
2011/3
通期実績

2010/3
通期実績(億円)

営業利益：億円

36

28
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20112011年年33月期月期 通期実績通期実績((鉄鋼鉄鋼))

自動車産業の復調を背景に、欧米自動車用途向け取引
が堅調に推移。

■■

北米・アジア向け特殊鋼・ステンレス取引好調。■■

■■原料価格の高騰もあり、鉄鋼原料の取引が活況を呈し、
収益に貢献。

2011年3月期実績のポイント

10

6

109

増減額

40%3424営業利益

10%7064売上総利益

12%988880売上高

増減率
2011/3
通期実績

2010/3
通期実績(億円)

営業利益：億円
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20112011年年33月期月期 通期実績通期実績((機械・プラント機械・プラント))

太陽電池用シリコンウェハー加工事業は、堅調な需要を
背景に増益。

■■

中東向けプラント関連取引は好調に推移。■■

輸送機ビジネスは、中国向けを中心に自動車関連部品輸
出取引が堅調に推移。

■■

■■工作機械事業は、コスト削減に加え、受注環境の回復に
伴い取扱高が増加。

2011年3月期実績のポイント

20

10

60

増減額

黒字転換11-9営業利益

19%6554売上総利益

10%673613売上高

増減率
2011/3
通期実績

2010/3
通期実績(億円)

営業利益：億円
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20112011年年33月期月期 通期実績通期実績((環境･素材環境･素材))

ライフサイエンス事業は免疫ミルク販売および医薬原末の
輸入が好調に推移。

■■

石油事業は、国際市況高により売上高増加となる一方、
国内需要減退等の厳しい環境下、マージンが低下。

■■

機能性化学品事業は、車載用電池原料の輸出取引が伸
張。

■■

2011年3月期実績のポイント

1

-2

293

増減額

6%109営業利益

-2%8485売上総利益

15%2,2751,981売上高

増減率
2011/3
通期実績

2010/3
通期実績(億円)

営業利益：億円
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““SS--ProjectProject”” 初年度の進捗初年度の進捗

45

100

150

600

750

8,500

“S-Project”
計画

2011年3月期

104%4792当期純利益

43%43143経常利益

20%30180営業利益

-2%-11589販管費

3%19769売上総利益

10%8699,369売上高

増減率増減額実績(億円)

計画比計画比

P/L：初年度計画を達成
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““SS--ProjectProject”” 初年度の進捗初年度の進捗

-0.4pt5.25.6グロスDER (倍)

-3%-1133,8874,000総資産

1%1331330自己資本

+0.2pt8.5%8.3%自己資本比率

+0.2pt3.23.0ネットDER (倍)

5%461,0461,000ネット有利子負債

-19%-160690850現預金

-6%-1141,7361,850グロス有利子負債

増減率増減額実績
“S-Project”
計画

計画比計画比2011年3月期

(億円）

B/S：ほぼ計画通り
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““SS--ProjectProject”” 初年度の進捗初年度の進捗

事業創造を行い、ポートフォリオの向上を推進するために、事業ユニットを見直
し、注力分野の継続的な選択を開始。

太陽電池「ＵＮＩ－ＳＯＬＡＲ」の販売開始

事例①
太陽電池関連など、環境分野にお
ける事業基盤拡大と、新規ビジネス
の立ち上げを推進

販管費：前期６１９億円⇒今期５８９億円
前期比３０億円の削減を達成

コスト構造の見直し

・ユニット単位での管理システム導入
・新業績評価制度の導入

新経営管理システムの導入

経営基盤の強化

中国におけるイメージセンサの開発・販売開始

ＥＶインフラビジネスの推進

事例②
中国･アジアの取り組み強化

収益基盤の強化
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2012年3月期 業績見通し2
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20122012年年33月期月期 業績見通し業績見通し

今期については、現時点で把握可能な震災の影響を織り込んだ■

世界景気の不安要素がある一方で、アジア・新興国経済の拡大が続き、
前期に比べれば減速感はあるものの、成長は持続すると想定

■

-40%

-16%

-6%

1%

増減率

-37

-23

-10

131

増減額

120143経常利益

55

170

9,500

2012年3月期
通期見通し

92当期純利益

180営業利益

9,369売上高

2011年3月期
通期実績

(億円)
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20122012年年33月期月期 業績見通し業績見通し（東日本大震災の影響）（東日本大震災の影響）

・お取引先の被災

・震災に伴う、自粛ムード・消費意欲減退

⇒国内消費の低迷・販売量減少、先送り

輸入：

2012年3月期に想定される影響

■上記の要因のうち、現時点で把握できる要素は業績見通しに

織り込み済み

・海外は、引き続きアジア・新興国を中心に需要は堅調

・お取引先が関係する工場等の被災

⇒サプライチェーンの寸断等に伴う出荷遅延
輸出：
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-17%
-28%
-25%
-5%
10%
-6%

-6%

-6%
-1%
2%
6%
3%
1%

1%

増減率

-3811機械・プラント

12685673機械・プラント

-1
-3

-1
3

-6

-10

-11
-25

62
81
11

131

増減額

23その他(含む調整額)

9,5009,369売上高(外部売上高）

170180営業利益
8995電子・IT
3128食品・食糧

3334鉄鋼

710環境･素材

165176その他(含む調整額)

2,250

1,050
2,800
2,550

2012年3月期
通期見通し

環境･素材

988鉄鋼

2,719食品・食糧

2,275

2,539電子・IT

2011年3月期
通期実績

(億円)

20120122年年33月期月期 業績見通し業績見通し（セグメント別（セグメント別見通し見通し))
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通期見通し

20120122年年33月期月期 業績見通し業績見通し((電子・電子・ITIT))

モバイル事業は、新規大型出店や新機種導入を追い風に、
利益の積上げを狙う。

■■

半導体部品・装置事業、機構部品事業は、第２Ｑ以降の震
災のサプライチェーンに与える影響に注視。

■■

ＩＣＴソリューション事業、モバイル事業は、震災による悪影
響があった一方、BCP需要などが見込める。

■■

2012年3月期 業績見通しのポイント

89

405

2,550

通期

見通し

2012/3期

-6

-6

11

増減額

-6%

-2%

1%

増減率

95営業利益

411売上総利益

2,539売上高

2011/3期
通期

実績(億円)

営業利益：億円
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2012/3期

通期見通し

20120122年年33月期月期 業績見通し業績見通し((食品･食糧食品･食糧))

食品事業では、量販店向け取引や中食・外食産業向け取
引で堅調に推移すると想定。

■■

食糧事業は、販売増加・収益アップに注力。■■

2012年3月期 業績見通しのポイント

営業利益：億円

31

130

2,800

通期

見通し

2012/3期

3

15

81

増減額

10%

13%

3%

増減率

28営業利益

115売上総利益

2,719売上高

2011/3期
通期

実績(億円)
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20120122年年33月期月期 業績見通し業績見通し((鉄鋼鉄鋼))

北米向け鋼管及び高付加価値ステンレス製品の取引が、
今期も堅調に推移する見込み。

■■

欧米・アジア向け自動車関連用特殊鋼製品取引は、今期
も安定した収益を見込む。

■■

■■国内取引は、依然低迷を続ける内需の回復に期待。

2012年3月期 業績見通しのポイント

営業利益：億円

33

70

1,050

通期

見通し

2012/3期

-1

0

62

増減額

-5%

0

6%

増減率

34営業利益

70売上総利益

988売上高

2011/3期
通期

実績(億円)



25

11

8

0

2

4

6

8

10

12

 2011/3期

通期実績

 2012/3期

 通期見通し

20120122年年33月期月期 業績見通し業績見通し((機械・プラント機械・プラント))

主力分野の自動車関連部品、プラント関連取引による収
益積上げを目指す。

■■

工作機械･産業機械事業については、設備投資動向への
震災の影響に留意しつつ、既存商権の維持・拡大を図る。

■■

■■好調な太陽電池用シリコンウェハー加工事業に引続き注
力。

2012年3月期 業績見通しのポイント

営業利益：億円

8

65

685

通期

見通し

2012/3期

-3

0

12

増減額

-25%

0

2%

増減率

11営業利益

65売上総利益

673売上高

2011/3期
通期

実績(億円)
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20120122年年33月期月期 業績見通し業績見通し((環境･素材環境･素材))

営業利益：億円

石油事業は、国内外取引の規模拡大・収益力強化を目指
すと共に、排出権取引等も積極展開を行う。

■■

機能性化学品事業では、米国製の太陽電池モジュールの
輸入販売伸張に注力。

■■

2012年3月期 業績見通しのポイント

7

80

2,250

通期

見通し

2012/3期

-3

-4

-25

増減額

-28%

-4%

-1%

増減率

10営業利益

84売上総利益

2,275売上高

2011/3期
通期

実績(億円)
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兼松が取り組む環境関連ビジネス3
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ＥＶ充電インフラビジネスのご紹介
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VOLTAVOLTAシステム（通信・認証・課金機能）システム（通信・認証・課金機能）

他システムとの接続
・APIによるフレキシブルな接続

・他システムに位置・満空情報等
を配信（タクシーシステム／
カーナビ向け）

・他社の充電ネットワークとの相互接続

急速充電器

充電器メーカーと
共同作業

普通充電器

充電器メーカーと
共同作業

通信制御ボックス
・ユーザー認証機能
・充電器のON/OFF情報などの取得
・予約等制御命令を送信

DB

携帯端末との連動
・充電スポット検索
・満空情報
・携帯から予約など

VOLTA

ICカードICカード

ICカードICカード

3G網
（FOMA）

3G網
（FOMA）

充電情報管理システム
・充電器遠隔監視
・課金情報管理
(請求管理機能）
・予約管理、等
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VOLTAVOLTAシステム（携帯画面）システム（携帯画面）
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大阪府大阪府 電気自動車（電気自動車（EVEV）タクシー普及啓発事業）タクシー普及啓発事業

EVOT共同企業体：

兼松㈱（代表）

㈱エフエム大阪

兼松コミュニケーションズ㈱

㈱JTB西日本

㈱システムオリジン

㈱パソナ

㈱モーション

（＊EVOT：EV On-demand Taxiより）２月１５日 出発式の様子
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ＥＶＥＶタクシー・オンデマンド・システムのイメージタクシー・オンデマンド・システムのイメージ

•総走行距離：
11,000km以上

•試乗体験者：
2,800名以上

•乗車回数：
1,500回以上

EVタクシー呼び出し端末
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街頭での大阪府民の認知度調査街頭での大阪府民の認知度調査

EVタクシーが大阪府に50台導入されることをご存知ですか？
（府民の認知度は13％ ⇒ 42％に大幅アップ）

初めて聞いた

87%

よく知っている

2%

少しは知って

いる

4%

聞いたことは

ある

7%

よく知っている

16%

少しは知って

いる

14%

聞いたことは

ある

12%

初めて聞いた

58%

無料試乗実施前
(1564件)

13％
（よく知っている～聞い
たことはある）

無料試乗実施後
(1021件)

42％
（よく知っている～聞いた
ことはある）
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ＥＶ関連事業／実証実験の実績ＥＶ関連事業／実証実験の実績

ＴＳＵＴＡＹＡにおけるＥＶカーシェアリングのモニタリン
グ調査

カルチュア･コンビニエンス･
クラブ

2011年2月

カーナビへの充電器満空情報の表示実験日産自動車、三菱自動車
工業など

2011年2-3月

あきた次世代自動車実証実験にコンソーシアムとし
て参加

秋田県、秋田県立大学など2011年3月

充電ネットワークシステムの相互連携

京都・大阪・神戸における広域での予約実験など

日本ユニシス2011年1月

大阪府、ＥＶＯＴ共同企業
体

ＪＴＢ、システムオリジン、パ
ナソニック電工など

京都府

連携先

大阪府ＥＶタクシーの普及啓発およびビジネスモデル
実証実験

2010年11月

ＥＶタクシー・レンタカーによる京都観光パッケージの
開発と実証

2010年4月

急速充電器設置／通信ネットワーク化2010年3月

内容日時
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EVEVインフラ事業の方向性インフラ事業の方向性

充電インフラ・システムを核にコンソーシアムによる
ビジネスモデルの実証を通じた市場創造

（現在）

・充電インフラ・システムを活用した充電課金ビジネスの開始
・ユーザー向けアプリケーションの開発・実証

（短期目標）

・スマート・シティの中でのEV・PHV向けサービスの確立

・海外でのEV・PHV普及を睨んだ展開

（中長期目標）
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フレキシブルa-Si（３層）型太陽電池
『UNI-SOLAR』のご紹介
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生産品目 ： アモルファスシリコン太陽電池（フレキシブルタイプ）
商品名 ： UNI-SOLAR （ユニソーラー）
生産能力 ： 年産270MW
創立 ： 1990年
親会社 ： Energy Conversion Devices (ECD)社
製造拠点 ： 米国 3工場

メキシコ 1工場（モジュール加工）
中国 1工場（モジュール加工）

United Solar United Solar OvonicOvonic 社社 についについてて
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■折り曲げ可能 ＆ 軽量

UNIUNI--SOLAR SOLAR の特徴と優位性の特徴と優位性
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Appendix
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兼松グループの概要兼松グループの概要

兼松ケージーケイ

工作機械、産業機械工作機械･産業機械

各種プラント、通信案件、ODA案件、光ファイバー、電力プロジェクトプラント･インフラプロジェクト

自動車、船舶、船舶用機材輸送機機械･プラント

鉄鋼製品全般、鉄鉱石、コークス国内鉄鋼･鉄鋼原料

精密鍛造品鋳鍛造品

ステンレス、特殊鋼線材・条鋼特殊鋼貿易 SSOT
兼松トレーディング

表面処理鋼板、シームレスパイプ鉄鋼貿易鉄鋼

兼松ペトロ

兼松ケミカル

兼松ウェルネス

原油、石油製品、LPG、排出権取引原油・石油製品・ガス環境･素材

リチウム電池原料、太陽電池関連部材、石油化学製品機能性化学品

医薬品、医薬中間体、機能性食品素材、栄養補助食品ライフサイエンス

兼松食品

兼松アグリテック

兼松ソイテック

新東亜交易

畜産物、水産物畜水産

小麦、大麦、米、大豆、加工食品、飼料、肥料、ペットフード、ペット用品穀物油脂・飼料酪農

缶詰・冷凍・ドライフルーツ、ワイン、コーヒー、ココア、砂糖、胡麻、落花生、
雑豆、蜂産品、ナッツ、種実類、油脂、乳製品、加工食品

食品食品･食糧

半導体・電子部品、電子モジュール・部材、半導体・液晶装置半導体部品・装置電子・IT
車載部品、プリンタ関連機器、電子モジュール機構部品

兼松エレクトロニクス

兼松コミュニケーションズ

日本オフィス･システム

兼松エアロスペース

新東亜交易

システムソリューション、通信機器・部品

携帯通信端末、モバイルコンテンツ、モバイル広告

ICT・モバイル

航空機、航空機部品航空宇宙

主要な事業 主要グループ会社主要取扱商品事業セグメント
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関係会社売上高・従業員の状況関係会社売上高・従業員の状況

※従業員は就業人員数
（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向者を含む）

合 計

連結子会社

単 体

(人)

2：従業員の状況

4,871

4,021

850

2010年3月末

4,770

3,938

832

2011年3月末

-101

-83

-18

増減数

1：主要連結対象会社の売上高

753

1,043

178

1,358

356

433

99

165

974

456

2011年3月期

2443258.28%ICTソリューション兼松エレクトロニクス

海外現地法人

商社

機能性化学品

石油製品・ガス

工作機械
産業機械

国内鉄鋼
鉄鋼原料

飼料酪農

食品･畜水産

モバイル

事業

100%

100%

100%

100%

97.90%

100%

100%

100%

100%

持分比率 増減額2010年3月期(億円)

767

1,118

172

1,246

347

411

106

160

959

-14Kanematsu USA Inc.

-75新東亜交易

6兼松ケミカル

112兼松ペトロ

9兼松ケージーケイ

22兼松トレーディング

-7兼松アグリテック

5兼松食品

15兼松コミュニケーションズ
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関係会社の状況関係会社の状況

海外国内海外海外国内海外
合計

持分
合計

持分 前期比

2011年3月期2010年3月期

(億円)

連結連結

国内国内

1：連結会社の黒字･赤字会社数推移状況

海外国内海外国内
合計

持分連結

33
-3
35

38
7
81%

31

2011年3月期

9
-2
11

41
8
80%

33

-4
-8
4

17
7
58%

10

-0
-1
1

15
8
46%

7

38
-14
52

111
30
73%

81

+10億円
+5億円
+5億円

4社減
10社減
+8pt

6社増

前期比

26
-5
31

41
13
68%

28
国内

連結

2010年3月期

10
-1
11

40
13
67%

27
海外

-9
-11

2

16
8
50%

8
国内

持分

0
-2
2

18
6
66%

12
海外

27
-19
46

115
40
65%

75

合計

黒字比率

合 計

赤 字 額

黒 字 額

2：連結会社の黒字･赤字額推移状況 （連結調整を加味しない単純合算ベース)

合 計

赤字会社

黒字会社

(社数)
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““SS--ProjectProject””概要概要

世界経済の激変の中で、世界経済の激変の中で、『『事業創造集団事業創造集団』』として成長し、社会に貢献していきます。として成長し、社会に貢献していきます。

ビジョンビジョン

基本コンセプト基本コンセプト

お取引先との信頼関係を深め、共に事業創造を追求します。お取引先との信頼関係を深め、共に事業創造を追求します。■■

効率性・健全性を一段と高め、足場固め・経営基盤の強化を図ります。効率性・健全性を一段と高め、足場固め・経営基盤の強化を図ります。■■

事業の継続的な選択と集中を推進し、内外の商機を機敏に取り込むこと事業の継続的な選択と集中を推進し、内外の商機を機敏に取り込むこと
により、収益基盤の強化を図ります。により、収益基盤の強化を図ります。

■■

連結営業利益

連結売上総利益

190億円■■

800億円■■

業績目標業績目標 （２０１３年３月期）（２０１３年３月期） 財務目標財務目標 （２０１３年３月期）（２０１３年３月期）

可及的早期の復配を目指す可及的早期の復配を目指す

ネットDER
自己資本比率

2.0倍程度■■

10%超■■
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““SS--ProjectProject””概要概要

グローバルな人材育成■■

連結経営システムの高度化・深化■■

効率経営の推進■■

財務内容の改善■■

収益基盤の強化収益基盤の強化 経営基盤の強化経営基盤の強化

■■事業の継続的な選択と集中

■■成長戦略の推進

『ＩＣＴ・電子』 、『食料』 、『環境』 、 『鉄鋼・プラント』の中で、

今後成長の期待出来る事業に経営資源を重点的に配分します。

事業ポートフォリオの戦略的構築事業ポートフォリオの戦略的構築

太陽電池関連など環境分野における事業基盤拡大と
新規ビジネス立ち上げ

■■

⇒太陽光・電池分野に注力、ＥＶ関連事業への参画

ＩＣＴビジネス・電子ビジネスの収益増強■■

⇒ソリューション事業基盤の拡大、中国・アジアでの取組強化

鉄鋼・プラント分野における収益基盤拡大
⇒アジアにおける自動車関連事業の取り組み強化

■■

食料分野の事業基盤拡大と収益力強化■■

⇒中国・アジア地域での販路拡大、食資源の供給体制強化

財務内容の改善財務内容の改善

効率経営の推進効率経営の推進

連結経営システムの高度化・深化連結経営システムの高度化・深化

グローバルな人材育成グローバルな人材育成

■■ネット有利子負債の削減、

資産ポートフォリオの組み換え

■■間接部門のスリム化などコスト構造の見直し

■■新経営管理システムの導入、内部統制整備、

コンプライアンス取組強化

■■連結経営を担う人材育成、海外人員の増強
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““SS--ProjectProject”” 計画計画・初年度実績・初年度実績

【セグメント別】

10,5009,5009,3698,500売上高

2,6002,4502,5392,300電子･IT

3,3003,0002,7192,700食品・食糧

1,1501,000988900鉄鋼

700650673550機械・プラント

2,6002,2502,2751,900環境･素材

150150176150その他(含む調整額)

190170180150営業利益

80759570電子･IT

50452840食品・食糧

35303425鉄鋼

42110機械・プラント

1512109環境･素材

6636その他(含む調整額)

45

100

150

600

750

8,500

計画

2011/3期

655592当期純利益

140120143経常利益

190170180営業利益

610605589販管費

800775769売上総利益

10,5009,5009,369売上高

計画計画実績

2013/3期2012/3期

(億円)

3.84.65.25.6グロスDER (倍)

4,1004,0403,8874,000総資産

450385331330自己資本

10%超9.5%8.5%8.3%自己資本比率

2.0倍程度2.43.23.0ネットDER (倍)

8409201,0461,000ネット有利子負債

850850690850現預金

1,6901,7701,7361,850グロス有利子負債

計画計画実績計画

2013/3期2012/3期2011/3期

(億円）
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【memo】
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【memo】
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